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道徳教育の目標は，どのように改善されたのですか。 １Ｑ１

学校の教育活動全体で行う道徳教育はどのように進めればよいですか ２Ｑ２ 。

道徳教育の全体計画の作成等に当たって，どのようなことに配慮すれＱ３

ばよいですか。 ３

道徳教育の全体計画の別葉の作成に当たって，どのような工夫をすれＱ４

ばよいですか ５。

各教科等で行う道徳教育は，どのような手順や視点で進めればよいでＱ５

すか ６。

「特別の教科 道徳」では，どのような道徳授業が求められているのＱ６

ですか ８。

特別の教科 道徳 の目標は どのように設定されていますか ９Ｑ７ 「 」 ， 。

特別の教科 道徳 の内容は どのように構成されていますか 11Ｑ８ 「 」 ， 。

視点Ａの内容項目はどのように改訂されたのですか。 13Ｑ９

視点Ｂの内容項目はどのように改訂されたのですか。 14Ｑ10

視点Ｃの内容項目はどのように改訂されたのですか。 15Ｑ11

視点Ｄの内容項目はどのように改訂されたのですか。 16Ｑ12

「特別の教科 道徳」の年間指導計画の作成に当たってどのようなこＱ13

とに配慮すればよいですか。 17

「考え，議論する道徳」に転換するためには，どのように授業を構想Ｑ14

すればいいのですか。 20

「特別の教科 道徳」の評価は，どのようなことに留意して進めればＱ15

よいのですか。 26

「特別の教科 道徳」の全面実施に向けて学校で取り組むことは何でＱ16

すか 27。



鹿児島県総合教育センター中学校学習指導要領解説特別の教科道徳編ダイジェスト

中学校特別の教科道徳
改訂のポイント

「道徳の時間」が「特別の教科である道徳」（以下「道徳科」）として新たに位置
付けられました。そこで，道徳科の目標を踏まえ，「道徳科で育成する資質・能力」，
「道徳科の指導」，教科化に伴って行われる「道徳科の評価」の三つにまとめました。

学
習
を
通
し
て

道徳性を養うために行う道徳科における学習

自己を見つめる
（自分のこととして，自
分との関わりで考える）

広い視野から
多面的・多角的に考える

道徳的諸価値の理解
人間としての生き方につ
いての考え

を深めるを基に

（前略）よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため，道徳的諸価値について

の理解を基に，自己を見つめ，物事を広い視野から多面的・多角的に考え，人間として

の生き方についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態

度を育てる。

道徳科の目標

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

道徳性

道徳的な判断力，
心情，

実践意欲と態度

道徳科で育成する資質・能力は，「よりよく生きる

ための基盤となる道徳性」です。道徳性を構成する諸

様相は，道徳的判断力，道徳的心情，道徳的実践意

欲と態度です。これは，学校の教育活動全体を通じて

行う道徳教育の目指すものと同一です。道徳科で道

徳性を育成するためには，明確な指導の意図をもっ

て授業に臨むことが大切です。

よりよく生きるための基盤となる道徳性

道徳的判断力 道徳的心情
道徳的実践意欲

と態度

そ れぞれ
の場面におい
て善悪を判断
する能力

道徳的価値
の大切さを感
じ取り，善を行
うことを喜び，
悪を憎む感情

道徳的判断力
や道徳的心情に
よって価値があ
るとされた行動
をとろうとする
傾向性

指導の意図

道徳的価値 生徒の実態 教材の活用

学習指導要領を基に，ねらいと
する道徳的価値及び指導内容につ
いての教師の考え方を明確にする。

道徳的価値に基づいて，これまで
の各教科等で行った道徳教育を振り
返り，生徒にどのようなよさや課題
があるのかを把握して，生徒に考え
させるべきことを明確にする。

道徳的価値，生徒の実態に基
づいて，教材をどのように活用
して，どのような学習を展開す
るのかを明確にする。



道徳科で養うことをねらっ

ている道徳性（道徳的判断力，

道徳的心情，道徳的実践意欲

と態度）は，内面的資質であ

り，養われたか否かは，容易

に判断できるものではありま

せん。そこで，道徳性を養う

ことを学習活動として行う道

徳科の指導では，その学習状

況や成長の様子を適切に把握

し評価します。

答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の生徒が自分自身の問題と捉え，向き合う「考える道徳」，
「議論する道徳」へ転換を図る必要があります。「考える道徳」，「議論する道徳」に向けた発問や手立て
など，指導方法を工夫することで，評価の視点を明確にすることにつながります。

視
点

道徳的価値の理解を自分自身との関わりで深め
ているか

一面的な見方から多面的・多角的な見方へ発展し
ているか

着
目
す
る
生
徒
の
姿

・ 読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考
え，自分なりに具体的にイメージして理解しよ
うとしている。
・ 現在の自分自身を振り返り，自らの行動や考
えを見直している。
・ 自己の取り得る行動を他者と議論する中で，
道徳的価値の理解をさらに深めている，道徳的
価値を実現することの難しさを自分のこととし
て捉え，考えようとしている。

・ 道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠
やそのときの心情を様々な観点から捉えようと
している。
・ 自分と違う立場や感じ方，考え方を理解しよ
うとしている。
・ 複数の道徳的価値の対立が生じる場面におい
て取り得る行動を多面的・多角的に考えようと
している。

１ 道徳科の学習活動に着目し，年間や学期といった一定のまとまり
の中で，生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握する。
２ 他の生徒との比較による比較ではなく，生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として記述式で行う。

３ 一面的な見方から多面的・多角的な見方へ発展しているか，道徳
的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかといった点
を重視する。
４ 道徳科の評価は調査書には記載せず，入学者選抜の合否判定に活
用することがないようにする。

考える道徳

＜発問例＞
○ 同じような気持ちになったことはありません
か。
○ 自分だったらどのようなことを考えますか。

議論する道徳

＜発問例＞
○ 自分がそうされてもよいですか。
○ いつでも，どこでも，誰にでもそうしますか。
○ それでみんなが幸せになれますか。

自己を見つめる

道徳的価値を自分のこととして感じたり考え
たりする授業になっているか。
⇒ 自分の考え方，感じ方の明確化

多面的・多角的に考える

多様な価値観の存在を前提にして，他者と対話
したり協働したりする授業になっているか。
⇒ 自分の考え方，感じ方の一層の明確化

＜授業づくりの観点＞
・ 道徳科の特性を生かした学習指導過程 ・ 指導の意図に基づいた発問 ・ 生徒の発言の傾聴
・ 教材や教具の活用 ・ 発達の段階にふさわしい指導方法 ・ 配慮を要する児童への対応

学習状況や
道徳性に係る成長の様子
⇒ 適切に把握し評価

道徳性
⇒判断できない



特別の教科 道徳 Ｑ１ （中学校）

道徳教育の目標は，どのように改善されたのですか。

★ ポイント

道徳性を養うことを目標とする道徳教育に対する基本的な考え方はこれまでと変わりはあ

りませんが，これまで以上に学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の充実が求められて

います。

特にキーワードは「自立」です。

１ これまでの道徳教育の目標について
平成26年10月に中央教育審議会から出された答申「道徳に係る教育課程の改善等について」

の中で，これまでの道徳教育の目標は，「文章の構造が複雑で理解しにくいことや『道徳性』，

『道徳的実践力』などの用語の意味，相互の関係が分かりにくいことなどが指摘されており，

その改善が求められる。」と課題が示されています。

２ 道徳教育の目標の改善点

【道徳教育の目標】

（第１章総則第１の２の中段）

道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき，人間とし

ての生き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した人間として他者と共によりよく生

きるための基盤となる道徳性を養うことを目標とする。

『一部改正中学校学習指導要領』（平成27年３月）では，現行の規定を整理した上で，最終

的には，一人一人が生きる上で出会う様々な場面において，主体的に判断し，道徳的行為を選

択し，実践することができるよう生徒の道徳性を育成するものであることをより明確にするた

め，簡潔な表現に改められました。

この道徳教育の目標のキーワードは「自立」です。自ら道徳的問題を見いだし，その解決策

を主体的に考え，行動する資質・能力を育成することが大切です。これは，今日的な課題に取

り組むためにも必要なことです。

道徳教育と道徳科の目標は，いずれも最終的には道徳性の育成です。学校の教育活動全体を

通じて行う道徳教育の中核は道徳性の育成であり，その道徳性を養うための授業が道徳科です。

このように，道徳教育の目標は，道徳科との関連性やそれぞれの役割を明確にし，分かりやす

くするように改善されています。

【資料】学校の教育活動全体で行う道徳教育
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特別の教科 道徳 Ｑ２ （中学校）

学校の教育活動全体で行う道徳教育はどのように進めればよいですか。

★ ポイント

学校の道徳教育の諸計画を整備し，具体的な重点目標や，いつ，どのように道徳教育を行う

のかを明確にしておく必要があります。

道徳教育は，道徳科を要として，学校の教育活動全体を通して行うものです。各教科等におい

ては，それぞれの特質に応じて適切に行わなければなりません。そして，道徳科は，各教科等で

行う道徳教育としては取り扱う機会が十分でない内容項目に関わる指導を補充・深化・統合する

役割を担っています。

学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育は，次のような視点と手順で進めます。

【資料】学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の進め方
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特別の教科 道徳 Ｑ３ （中学校）

道徳教育の全体計画の作成等に当たって，どのようなことに配慮すれば
よいですか。

★ ポイント

道徳教育の全体計画の意義や内容を踏まえ，具体的な指導に生きて働くものになるよう，体

制を整え，全教師で創意工夫を生かして，作成する必要があります。

１ 道徳教育の全体計画の意義
・ 人格の形成及び国家，社会の形成者として必要な資質の形成を図る場として，学校の特色

や実態及び課題に即した道徳教育が展開できます。

・ 学校における道徳教育の重点目標を明確にして推進することができます。

・ 道徳教育の要として道徳科の位置付けや役割が明確になります。

・ 全教師による一貫性のある道徳教育が組織的に展開できるようになります。

・ 家庭や地域社会との連携を深め，保護者や地域の人々の積極的な参加や協力を可能にします。

２ 道徳教育の全体計画の内容

【資料１】全体計画の内容

基 本 的 把 握 事 項

○ 教育関係法規の規定，時代や社会の要請や課題，教育行政の重点施策
○ 学校や地域社会の実態と課題，教職員や保護者の願い
○ 生徒の実態

具 体 的 計 画 事 項

○ 学校の教育目標，道徳教育の重点目標，各学年の重点目標
○ 道徳科の指導の方針
○ 年間指導計画を作成する際の観点や重点目標に関わる内容の指導の工夫，校長や教頭等の
参加，他の教師との協力的な指導
○ 各教科，総合的な学習の時間及び特別活動などにおける道徳教育の指導の方針，内容及び
時期
＊ 重点的指導との関連や各教科等の指導計画を作成する際の道徳教育の観点を記述します。
また，各教科等の方針に基づいて進める道徳性の育成に関わる指導の内容の時期を整理し
て示します。

○ 特色ある教育活動や豊かな体験活動における指導の方針，内容及び時期
＊ 学校や地域の特色を生かした取組や集団宿泊活動，ボランティア活動，自然体験活動な
どの体験活動や実践活動における道徳性育成の方針を，その内容及び時期等を整理して示
します。

○ 学級，学校の人間関係，環境の整備や生活全般における指導の方針
＊ 日常的な学級経営を充実させるための具体的な計画等を記述します。
○ 家庭，地域社会，他の学校や関係機関との連携の方法
＊ 協力体制づくりや道徳科の授業公開，広報活動，保護者や地域の人々の参加や協力の内
容及び時期，具体的な計画等を記述します。

○ 道徳教育の推進体制
＊ 道徳教育推進教師の位置付けも含めた全教師による推進体制
○ その他
＊ 次年度の計画に生かすための評価の記入欄，研修計画や重点的指導に関する添付資料等
を記述します。
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３ 道徳教育の全体計画作成上の留意点

【資料２】全体計画作成上の留意点

○ 校長の方針の下に道徳教育推進教師を中心として全教師の協力・指導体制を整えます。

校長が指導力を発揮し，道徳教育推進教師を中心として全教師が全体計画の作成に主体的

に参画できる体制を整える必要があります。

○ 道徳教育や道徳科の特質を理解し，教師の意識の高揚を図ります。

全教師が，道徳教育及び道徳科の重要性や特質について理解が深められるよう，十分な研

修を行い，教師自身の課題が明確になるようにします。

○ 各学校の特色を生かして重点的な道徳教育が展開できるようにします。

各学校においては，それぞれの実態に応じて，各学年段階ごとに示す内容項目の指導を通

して，全体としてこれらの観点の指導が充実するよう工夫する必要があります。

○ 学校の教育活動全体を通じた道徳教育の相互の関連性を明確にします。

各教科，総合的な学習の時間及び特別活動における道徳教育を，道徳科の内容との関連で

捉え，道徳科が要としての役割が果たせるよう，計画を工夫します。

○ 家庭や地域社会，近隣の幼稚園や保育所，小・高等学校，特別支援学校，関係諸機関，

企業などとの連携に心掛けます。

全体計画を具体化するには，生徒，保護者，地域の人々の協力が不可欠です。また，近隣

の幼稚園や保育所，小・高等学校，特別支援学校などとの連携や交流を図り，共通の関心の

下に指導を行うとともに，福祉施設，企業等との連携や交流を深めることも大切です。

○ 計画の実施及び評価・改善のための体制を確立します。

全体計画は，評価し，改善の必要があれば直ちにそれに着手できる体制を整えておくこと

が大切です。また，校内の研修体制を充実させ，全体計画の具体化や評価・改善に当たって

必要となる事項についての理解を深める必要があります。
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特別の教科 道徳 Ｑ４ （中学校）

道徳教育の全体計画の別葉の作成に当たって，どのような工夫をすれば
よいですか。

★ ポイント

別葉を作成することの意義を踏まえ，具体的で実際に活用しやすいものになるよう形式も含

めて各学校で工夫し作成することが大切です。

１ 別葉の意義

学習指導要領では，各教科等における道徳教育についての内容及び時期を全体計画に示すこ

ととされていますが，全体計画の中に，具体的な指導の内容や時期を示すことは容易ではあり

ません。そこで，別葉を作成することが求められています。

２ 別葉の例

＊ 別葉作成上の留意点

・ 各教科で内容項目と実施時期を明記します。

・ 学校の重点内容項目から作成します。

・ 年間を通して，全職員で加除修正しながら，実効性のある別葉を作成します。

別葉の作成 ・ 道徳科での指導との関連性が明確になります。

・ 各教科等における道徳教育の確実な実施につながります。

・ 全教師が道徳教育の進捗状況を把握できます。

・ 組織的な道徳教育を推進できます。

【資料１】第１学年における全体計画の別葉の例

各教科等
国 語 月 数 学 月 理 科

内容項目

Ｂ－(1)
「大人になれなかった弟 「正負の数の計算」 「実験の基本操作」

「思いやり，感謝」
たちに」 ９月 正負の数について，ペ ４月 実験器具の操作につい

時代や状況の中で自分 アやグループで協力し合 て，通年を通して協力し

を見つめることの大切さ いながら学習を深める。 合いながら学ぶ。

を考える。

「項目を整理して伝え 「実験器具の片付け」

Ｂ－(2)
る」 次に使う人のことを考

「礼儀」
相手の立場に立って， ９月 え，授業で活用した実験

伝えるべき項目を考え， 器具をきちんと片付ける

整理する。 ことができる。

「少年の日の思い出」 「ペアやグループ学習」 「観察活動」

Ｂ－(3) 登場人物の心情の変化 １月 学び合いを深めること 通年 身の回りの動植物の観

「友情，信頼」 を読み取り，生きること ができるように，互いを 察をグループで協力し合

について考える。 信頼し，学習に臨める。 いながら行う。
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特別の教科 道徳 Ｑ５ （中学校）

各教科等で行う道徳教育は，どのような手順や視点で進めればよいです

か。

★ ポイント

各教科等の特質に応じて道徳性を養うことが必要です。そのために，各学校では各教科等で

行う道徳教育の視点と内容を明確にする必要があります。

１ 各教科等の指導を通じて道徳性を養うための観点
各教科等で行う道徳性を養う観点として，『中学校学習指導要領 解説編(抄）』（平成27年

７月）において，次の３点が示されています。

【資料】各教科等の指導を通じて道徳性を養うための観点

教師の態度や行動による感化

○ 教師の言葉や生徒への接し方などは，生徒の道徳性が育つよりよい学級の雰囲気や環境

をつくるとともに，生徒の人格の形成に直接，間接的に影響があります。

○ 教師の授業に臨む姿勢や熱意は，授業中の様々な態度や行動となって現れます。

⇒ 生徒の態度や行動にも反映し，学級の雰囲気をつくります。

例 真理を学ぶことへの姿勢は，教師の姿から学ぶことが多いです。

＊ 教師は，授業内容の指導に力を入れると同時に，道徳科の目標や内容に示されている精

神を自らが授業の中で実践するよう心掛ける必要があります。

道徳教育と各教科の目標，内容及び教材との関わり

○ 各教科等の目標や内容には，生徒の道徳性の育成に関係の深い事柄が含まれています。

○ 各教科等において道徳教育を適切に行うためには，まず，それぞれの特質に応じて道徳

教育に関わる側面を明確に把握する必要があります。

○ それらに含まれる道徳的価値を意識しながら指導することで，道徳教育の効果も一層高める

ことができます。

学習活動や学習態度への配慮

○ 各教科等では，それぞれの学習場面で活動への取組の姿勢が育まれ，学習態度や学習習

慣が育てられます。

○ 生徒が伸び伸びとかつ真剣に学習に打ち込めるように留意し，学級の雰囲気や人間関係

に思いやりがあり，自主的かつ協力的なものになるよう配慮します。

○ 学習態度の習慣化が必要になります。

・ 話合いの中で自分の考えをしっかりと発表し，友達の意見に耳を傾けること

・ 各自で，あるいは協働して課題に最後まで取り組むこと

⇒ 各教科等の学習効果を高めるとともに，望ましい道徳性を育てることにもなります。
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２ 各教科等で行う道徳教育の視点と内容

各教科等で道徳教育を進めるための視点と内容については，次の点を参考にしてください。

(1) 各学校の具体的な道徳教育の重点目標を設定します。

（例）相手のことを思いやり，しっかりとした規範意識をもった人間に育ってほしい。

〈参考にすべき事項〉

教育関係法規の規定，時代や社会の要請や課題，教育行政の重点施策，学校や地域の

実態と課題，教職員や保護者の願い，子供の実態と課題など

(2) 道徳教育の重点目標のポイントを明確にします。

（例）「思いやり，感謝」，「遵法精神，公徳心」

(3) 道徳教育の重点目標のポイントに関わる道徳の内容（重点内容項目）を明確にします。

（例）Ｂ－(1)，Ｃ－(1)

(4) 重点内容項目に関わる道徳科以外の指導を明確にします。

（例）情報モラル学習で，遵法精神について指導する（第１学年技術・家庭科）。

職場体験学習で，勤労の尊さや礼儀について指導する（第２学年特別活動）。

(5) 道徳科以外の指導の内容及び時期を明確にするために，別葉を作成します。

＊ 具体的な内容については，当センター「指導資料 道徳 第31号」（平成27年10月発行）を

ご覧ください。
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特別の教科 道徳 Ｑ６ （中学校）

｢特別の教科 道徳｣では，どのような道徳授業が求められているのですか。

★ ポイント

１ 道徳的価値の多面性に着目させ，多面的・多角的，総合的に考察し，多様な感じ方や

考え方に触れさせる道徳の授業が求められています。

２ 「読む」道徳から「考え，議論する」道徳へ，授業の質的な転換が求められています｡

例えば，「読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習」や「問題解決的な学習」，「道

徳的行為に関する体験的な学習」等，指導のねらいに応じた授業の工夫が求められ てい

ます。

学習指導要領第３章「特別の教科 道徳」の「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」には，

配慮事項の一つに，道徳科の指導方法について，次のように記述している。

生徒の発達の段階や特性等を考慮し，指導のねらいに即して，問題解決的な学習，道徳

的行為に関する体験的な学習等を適切に取り入れるなど，指導方法を工夫すること。その

際，それらの活動を通じて学んだ内容の意義などについて考えることができるようにする

こと。

【これまでの道徳の授業の問題点･･･】→ 道徳的な価値の理解に偏りがちな授業

読み物資料の登場人物の心 読み物資料のあらすじの 教師の発問を中心とした

情理解のみに偏った授業 理解を中心とした授業 徳目を一方的に教え込む授業

【これから求められる道徳の授業の姿】

生徒が主体的に考え，議論する授業へ

答えが一つではない問題を道徳的課題として捉え，生徒が考え，議論する道徳科へ授業

の質的な転換を図るために，問題解決的な学習，道徳的行為に関する体験的な学習を通じ

て，自分ならどのように行動・実践するかを考えさせ，自分とは異なる意見と向かい合い

議論する中で，道徳的価値について多面的・多角的に学び，その意義について考えさせ，

実践へ結び付ける指導が求められているのです。

１ 生活実態を通して道徳的諸価値を理解する授業
道徳的価値のよさや大切さについて観念的に理解させるのではなく，具体的な生活実態を

通して，心の葛藤の中でよりよく生きる意味を理解させる学習を展開します。

２ 生徒が自らに問いかけ内省を深める授業
道徳的価値を自己との関わりで深く捉えさせるために，よりよく生きようとすることの意

味を自己との関わりで捉える学習を展開します。

３ 多面的，多角的に考え，道徳的価値の自覚が深まる授業
道徳的諸価値の多面性に着目させ，それを手掛かりに，様々な角度から総合的に考察させ

るような学習を展開します。

４ 人間の生き方についての考えを深める授業
道徳的価値について，友達との対話や，これまでの様々な体験や経験，考え方の振り返り

を通して，自らの成長を実感し，人間としての生き方について自覚を深めながらこれからの

生き方に対して課題や目標を見付けるなど，新たな納得や発見のある学習を展開します。
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特別の教科 道徳 Ｑ７ （中学校）

｢特別の教科 道徳｣の目標は，どのように設定されていますか。

★ ポイント

１ 「特別の教科 道徳」の目標を「よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う」こと

とし，学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の目標と同一にしています。

２ 「道徳的価値の自覚及び人間の生き方についての考えを深める」ことを学習活動として

具体化し，「道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を広い視野から

多面的・多角的に考え，人間の生き方についての考えを深める学習」と改めました。

３ 「道徳的実践力を育成する」ことを，「道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育

てる」ことと具体化しました。

（「第３章 特別の教科 道徳」の「第１ 目標」）

第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤とな

る道徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を広い視

野から多面的・多角的に考え，人間の生き方についての考えを深める学習を通して，道徳

的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。

１ 最終的な目標は，「道徳性の育成」にあります。
道徳性とは･･･人間としてよりよく生きようとする人格的特性であり，道徳的行為を主体

的に実践するための内面的な資質・能力のことを指しています。

これまで道徳の時間の目標を道徳的実践力の育成としていましたが，育成すべき資質・能

力を明確にするために道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度として示しました。

道徳性の様相 概 要

・ それぞれの場面において，善悪を判断する能力

・ 人間として生きるために道徳的価値が大切なことを理解し，様々な

道徳的判断力 状況下において人間としてどのように対処することが望まれるかを判

断する力

・ 的確な道徳的判断力をもつことで，それぞれの場面において場面に

応じた道徳的行為が可能

・ 道徳的価値の大切さを感じ取り，善を行うことを喜び，悪を憎む感情

道 徳 的 心 情 ・ 人間としてのよりよい生き方や善を志向する感情で，道徳的行為へ

の動機として強く作用するもの

道徳的実践意欲 道徳的心情や道徳的判断 道徳的判断力や道徳的心情を基盤とし道

力によって価値があるとさ 徳的価値を実現しようとする意思の働き

れた行動をとろうとする傾
道 徳 的 態 度 向性 具体的な道徳的行為への身構え
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道徳性は，一人一人の生徒が道徳的諸価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角

的に考えるなど道徳的価値を自覚し，人間の生き方についての考えを深めることを通して，日常

生活あるいは今後出会うであろう様々な場面，状況において，道徳的価値を実現するための適切

な行為を主体的に選択し，実践することができるような内面的資質（図１）を意味しています。

図１ 道徳性における内面的資質

２ 道徳的諸価値を理解するとは･･･

道徳的価値の意義や大切さを理解するとともに，道徳的価値が人間らしさを表すものであ

ることに気付き，価値理解と同時に人間理解や他者理解を深めていくようにすることです。

価値理解･･･道徳的価値は大切であると理解すること

人間理解･･･道徳的価値は大切ではあるが，実現は難しいと理解すること

他者理解･･･道徳的価値の実現に向けては多様な感じ方・考え方があると理解すること

３ 自己を見つめるとは･･･
小学校において育成される道徳性の基礎を踏まえ，よりよく生きる上で大切なものは何か，

自分はどのように生きるべきかなどについて，時には悩み，葛藤しつつ，生徒自身が，自己

を見つめることによって，徐々に自ら人間としての生き方を育んでいくことです。

４ 物事を広い視野から多面的・多角的に考えるとは･･･
生徒が諸事象の背景にある道徳的諸価値の多面性に着目させ，それを手掛かりにして，考

察させて，様々な角度から総合的に考察することの大切さや，いかに生きるかについて主体

的に考えることの大切さに気付かせることです。

５ 人間の生き方についての考えを深めるとは･･･
生徒が人間について深く理解することと，これを鏡にして行為の主体としての自己を深く

見つめることとの接点に，生き方についての深い自覚が生まれていくことです。

【道徳科における指導上の留意点】

・ 教師が一方的に特定の価値観を押し付けたり，多くの道徳的価値を含む事象としての単な

る生活経験の話合いなどの表面的な指導になったりすることがないようにしましょう。

・ 一人一人の教師が道徳の授業の特質についての理解を深め，それにふさわしい指導の計画

や方法を講じ，指導の効果を高める工夫につながるものにしましょう。

【内部局面】 【外部局面】

内面的資質

道徳的判断力

道徳的心情

道徳的実践
（道徳的行為・習慣）

道徳的実践力の育成 道徳的実践の育成

道徳的実践意欲・態度

道徳科での指導 日常生活での指導
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特別の教科 道徳 Ｑ８ （中学校）

「特別の教科 道徳」の内容は，どのように構成されていますか。

★ ポイント

学習指導要領における内容は，４観点から改善・修正・付記があります。

１ ４視点の順序の改善

２ いじめの問題への対応の充実や発達の段階をより一層踏まえた体系的なものとする観点か

らの改善

３ 内容項目に新たに加わったり，分化・統合されたりし，分かりやすい表現に修正

４ 内容項目に手掛かりとなるキーワードの付記

以下，内容について以下に示します。なお，小学校内容についても示していますので，小中連携

等にご活用ください。

１ ４視点の順序の改善

改 正 前 改 正 後

１ 主として自分自身に関すること Ａ 主として自分自身に関すること

２ 主として他の人とのかかわりに関する
Ｂ 主として人との関わりに関すること

こと

３ 主として自然や，崇高なものとのか Ｃ 主として集団や社会との関わりに関

かわりに関すること すること

４ 主として集団や社会とのかかわりに Ｄ 主として生命や自然，崇高なものと

関すること の関わりに関すること

２ いじめの問題への対応の充実や発達の段階をより一層踏まえた体系的なものとする観点からの改善
「個性の伸長」，「相互理解，寛容」，「公正，公平，社会正義」，「国際理解，国際親善」，「よりよ

く生きる喜び」の内容項目を小学校に追加しています。

特に，「相互理解，寛容」については小学校第３学年から（現行は第５学年から），「公正，公平，

社会正義」については，小学校第１学年から（現行は第５学年から），「よりよく生きる喜び」につ

いては小学校第５学年から（現行は中学校から）取り扱うことになっています。

３ 内容項目に新たに加わったり，分化・統合されたりし，分かりやすい表現に修正

校種・学年
内容項目の総数

改正前 改正後

小学校第１学年及び第２学年 １６ １９

小学校第３学年及び第４学年 ２８ ２０

小学校第５学年及び第６学年 ２２ ２２

中 学 校 ２４ ２２

４ 内容項目に手掛かりとなるキーワードの付記
「内容」を「項目」と称することを明記し，それぞれの内容項目に手掛かりとなる言葉をキーワー

ドとして付記します。

（例）「善悪の判断，自律，自由と責任」，「正直，誠実」，「節度，節制」，「個性の伸長」等
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【道徳科の内容項目一覧】 ※ ◎は新設された内容項目

小 学 校
中 学 校

第１学年及び 第３学年及び 第５学年及び
(22)

第２学年(19) 第４学年(20) 第６学年(22)

Ａ 主として自分自身に関すること

１ 善悪の判断，自律，自由と責任 ○ ○ ○
１ 自主，自律，自由と責任

２ 正直，誠実 ○ ○ ○

３ 節度，節制 ○ ○ ○ ２ 節度，節制

４ 個性の伸長 ◎ ○ ○ ３ 向上心，個性の伸長

５ 希望と勇気，努力と強い意志 ○ ○ ○ ４ 希望と勇気，克己と強い意志

６ 真理の探究 ○ ５ 真理の探究，創造

Ｂ 主として人との関わりに関すること

７ 親切，思いやり ○ ○ ○
６ 思いやり，感謝

８ 感謝 ○ ○ ○

９ 礼儀 ○ ○ ○ ７ 礼儀

10 友情，信頼 ○ ○ ○ ８ 友情，信頼

11 相互理解，寛容 ◎ ○ ９ 相互理解，寛容

Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること

12 規則の尊重 ○ ○ ○ 10 遵法精神，公徳心

13 公正，公平，社会正義 ◎ ◎ ○ 11 公正，公平，社会正義

14 勤労，公共の精神 ○ ○ ○
12 社会参画，公共の精神

13 勤労

15 家族愛，家庭生活の充実 ○ ○ ○ 14 家族愛，家庭生活の充実

16 よりよい学校生活，集団生活
○ ○ ○

15 よりよい学校生活，集団生活

の充実 の充実

16 郷土の伝統と文化の尊重，郷

17 伝統と文化の尊重，国や郷土
○ ○ ○

土を愛する態度

を愛する態度 17 我が国の伝統と文化の尊重，

国を愛する態度

18 国際理解，国際親善 ◎ ○ ○ 18 国際理解，国際貢献

Ｄ 主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること

19 生命の尊さ ○ ○ ○ 19 生命の尊さ

20 自然愛護 ○ ○ ○ 20 自然愛護

21 感動，畏敬の念 ○ ○ ○ 21 感動，畏敬の念

22 よりよく生きる喜び ◎ 22 よりよく生きる喜び

Ａ：主として自分自身に関すること Ｂ：主として人との関わりに関すること

自己の在り方を自分自身との関わりで捉え, 自己を人との関わりにおいて捉え，望ましい

望ましい自己の形成を図ることに関するもの 人間関係の構築を図ることに関するもの

Ｃ：主として集団や社会との関わり Ｄ：主として生命や自然，崇高なものと

に関すること の関わりに関すること

自己を様々な社会集団や郷土，国家，国際 自己を生命や自然，美しいもの，気高いもの，

社会との関わりにおいて捉え，国際社会と向 崇高なものとの関わりにおいて捉え，人間とし

き合うことが求められている我が国に生きる ての自覚を深めることに関するもの

日本人としての自覚に立ち，平和で民主的な

国家及び社会の形成者として必要な道徳性を

養うことに関するもの

※ 視点は，相互に深い関連をもっています。各学年段階においては，関連を考慮しながら，４視点に含まれ

る全ての内容項目について適切に指導することになっています。
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特別の教科 道徳 Ｑ９ （中学校）

視点Ａの内容項目はどのように改訂されたのですか。

★ ポイント

学習指導要領における視点Ａ（主として自分自身に関すること）として，５内容項目に

整理されました。

これまでの改訂内容との比較を改訂の理由及び文言の変更（旧→新）等で示します。

なお，「(3)向上心，個性の伸長」については，変更はありませんでした。

視点 内容項目 改訂の理由 文言の変更・追加等

自主，自律，自由 主体的に判断する態 変

旧「自主的に考え，誠実に実行して」

(1)
と責任 度を一層重視するため 更

↓

新「自主的に考え，判断し，誠実に実行

して」

自分の安全に気を付

変
旧「調和のある生活」

(2) 節度，節制
け，調和のある生活を

更
↓

することを一層重視す
新「安全で調和のある生活」

るため

旧「より高い目標を目指し」

Ａ
目標に向かって不屈

↓

の精神をもって努力す
新「より高い目標を設定し」

(4)
希望と勇気，克己

ることができるように

変
旧「着実にやり抜く強い意志をもつ」

と強い意志

するため

更
↓

新「困難や失敗を乗り越えて着実にやり

遂げること」

旧「理想の実現を目指して自己の人生を

真理の探究，創造
探究心を養うことを 変

切り拓いていく」

(5)
重視するため 更

↓

新「探究して新しいものを生み出そうと

努めること」
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特別の教科 道徳 Ｑ10 （中学校）

視点Ｂの内容項目はどのように改訂されたのですか。

★ ポイント

学習指導要領における視点Ｂ（主として人との関わりに関すること）として，４内容

項目に整理されました。

これまでの改訂内容との比較を改訂の理由及び文言の新設・統合で示します。

なお，「(7)礼儀」については，変更はありませんでした。

視点 内容項目 改訂の理由 文言の変更・追加等

(6) 思いやり，感謝
より体系的・

統 従前の２－(2)「人間愛，思いやり」及び
系統的に指導が

合 ２－(6)「感謝」を統合
できるように

友情，信頼

より体系的・
統 従前の２－(3)「信頼・友情」及び２－(4)

(8) 系統的に指導が
合 「男女の敬愛」を統合

Ｂ できるように

自分の考えを

もって他の立場
新

(9) 相互理解，寛容 や考えを受け入
設
「自分の考えや意見を相手に伝えるとともに」

れることを重視

するため
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特別の教科 道徳 Ｑ11 （中学校）

視点Ｃの内容項目はどのように改訂されたのですか。

★ ポイント

学習指導要領における視点Ｃ（主として集団や社会との関わりに関すること）として，９

内容項目に整理されました。

これまでの改訂内容との比較を改訂の理由及び文言の新設・変更（旧→新），統合で示します。

なお，「(11)公正，公平，社会正義」「(12)社会参画，公共の精神」「(14)家族愛，家庭生活の

充実」については，変更はありませんでした。

視点 内容項目 改訂の理由 文言の変更・追加等

旧「遵守するとともに」

変 ↓

主体性をもって
更 新「進んで守るとともに，そのよりよい在

法やきまりを守る
り方について考え」

(10) 遵法精神，公徳心
ことを一層重視す 旧「社会の秩序と規律を高めるように努め

るため
変

める」
更
↓

新「規律ある安定した社会の実現に努める」

勤労の貴さや意

旧「奉仕の精神をもって，公共の福祉と社

勤労 義の理解を一層重
変

会の発展に努める」

(13)

視するため
更
↓

新「将来の生き方について考えを深め，勤

労を通じて社会に貢献すること」

より体系的・系
統 従前の４－(4)「集団生活の向上，役割と

統的に指導ができ
合 責任」及び４－(7)「愛校心」を統合

Ｃ
(15)

よりよい学校生活，るようにするため
集団生活の充実 集団における役

新
「集団の中での自分」割遂行を重視する

設
ため

郷土の伝統と文化
郷土への帰属意 新 「郷土の伝統と文化を大切にし」及び「進

(16) の尊重，郷土を愛
識を再考したため 設 んで」

する態度

日本人としての

帰属意識を再考す

我が国の伝統と文 るとともに，新し
新

(17) 化の尊重，国を愛 い文化の創造と社
設
「国家及び社会の形成者として」

する態度 会の発展に貢献し

うる能力を一層重

視するため

(18) 国際理解，国際貢

多様な文化を尊

新

献

重し，国際親善に

設
「他国を尊重し」及び「発展に寄与」

努めることを重視

するため

15



特別の教科 道徳 Ｑ12 （中学校）

視点Ｄの内容項目はどのように改訂されたのですか。

★ ポイント

学習指導要領における視点Ｄ（主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関するこ

と）として，４内容項目に整理されました。

これまでの改訂内容との比較を改訂の理由及び文言の新設・変更（旧→新），分割で示します。

視点 内容項目 改訂の理由 文言の変更・追加等

生命のかけがえのな
新 「その連続性や有限性なども含めて理

(19) 生命の尊さ さについて理解を深め
設 解し」

られるようにするため

分 従前の３－(2)「自然愛，畏敬の念」

(20) 自然愛護

より体系的・系統的
割 を分割

に指導ができるように
新 「自然の崇高さを知り，自然環境を大切

するため
設 にすることの意義を理解」

Ｄ

(21) 感動，畏敬の念
より体系的・系統的

分 従前の３－(2)「自然愛，畏敬の念」
に指導ができるように

割 を分割
するため

人間の気高く生きよ
旧「強さや気高さがあることを信じて」

よりよく生きる喜
うとする心をしっかり

変 ↓
(22)

び
と把握した上で喜びを

更 新「強さや気高く生きようとする心があ
見いだすことができる

ることを理解し」
ようにするため
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特別の教科 道徳 Ｑ13 （中学校）

「特別の教科 道徳」の年間指導計画の作成に当たってどのようなことに

配慮すればよいですか。

★ ポイント
指導計画を作成するに当たって内容の取扱いについての配慮事項をは，以下の四つのポ

イントに整理されています。

１ 指導計画に関すること
２ 指導の配慮事項
３ 教材の開発や活用等に関すること
４ 学習状況等の把握に関すること

１ 指導計画に関すること ※ は，学習指導要領「第３章 特別の教科 道徳」から抜粋

全体計画及び指導内容の取扱いに関する事項は第１章総則に移行し，道徳科の年間指導計画
に関わる事項のみ記載しています。なお，指導計画の創意工夫を生かす例示を加えています。

各学校においては，道徳教育の全体計画に基づき，各教科，総合的な学習の時間及び特
別活動との関連を考慮しながら，道徳科の年間指導計画を作成するものとする。なお，作
成に当たっては，第２に示す（各学年段階の）内容項目について，各学年において全て取

り上げることとする。その際，生徒や学校の実態に応じ，３学年間を見通した重点的な指
導や内容項目間の関連を密にした指導，一つの内容項目を複数の時間で扱う指導を取り入
れるなどの工夫を行うものとする。

２ 指導の配慮事項
ア 指導体制の充実に関すること

基本的な指導体制について，学習指導要領では以下のように示しています。

学級担任の教師が行うことを原則とするが，校長や教頭などの参加，他の教師との協
力的な指導などについて工夫し，道徳教育推進教師を中心とした指導体制を充実するこ
と。

イ 教育活動全体で行う道徳教育との関連に関すること

これまで目標に示していた各教科等との密接な関連及び補充，深化，統合に関する事項を，
指導の配慮事項として具体的に示しています。

道徳科が学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要としての役割を果たすことが
できるよう，計画的・発展的な指導を行うこと。特に，各教科，総合的な学習の時間及
び特別活動における道徳教育としては取り扱う機会が十分でない内容項目に関わる指導
を補うことや，生徒や学校の実態等を踏まえて指導をより一層深めること，内容項目の

相互の関連を捉え直したり発展させたりすることに留意すること。

ウ 生徒の主体的な学習に関すること
生徒が自ら道徳性を養うことへの配慮事項を，自ら振り返ること，道徳性を養うことの意

義について自ら考え，理解することなどを加えて具体的に示しています。

生徒が自ら道徳性を養うことへの配慮事項を，自ら振り返ること，道徳性を養うこと
の意義について自ら考え，理解することなどを加えて具体的に示しています。
生徒が自ら道徳性を養う中で，自らを振り返って成長を実感したり，これからの課題

や目標を見付けたりすることができるよう工夫すること。その際，道徳性を養うことの
意義について，生徒自らが考え，理解し，主体的に学習に取り組むことができるように

すること。また，発達の段階を考慮し，人間としての弱さを認めながら，それを乗り越
えてよりよく生きようとすることのよさについて，教師が生徒と共に考える姿勢を大切
にすること。
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エ 言語活動の充実に関すること
生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で，考えを深め，判断し，表現する力などを育む

ための言語活動の充実を具体的に示しています。
生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で，考えを深め，判断し，表現する力などを

育むことができるよう，自分の考えを基に話し合ったり，討論したり，書いたりするな
どの言語活動を充実すること。その際，様々な価値観について多面的・多角的な視点か
ら振り返って考える機会を設けるとともに，生徒が多様な見方や考え方に接しながら，
更に新しい見方や考え方を生み出していくことができるよう留意すること。

オ 多様な指導方法に関すること
道徳科の特質を生かした指導を行う際の指導方法の工夫例を，問題解決的な学習，道徳的

行為に関する体験的な学習等として示しています。
生徒の発達の段階や特性等を考慮し，指導のねらいに即して，問題解決的な学習，道徳

的行為に関する体験的な学習等を適切に取り入れるなど，指導方法を工夫すること。そ
の際，それらの活動を通じて学んだ内容の意義などについて考えることができるように
すること。また，特別活動等における多様な実践活動や体験活動も道徳科の授業に生か
すようにすること。

カ 現代的な課題の扱いに関すること
指導の配慮事項として，情報モラルに加えて社会の持続可能な発展などの現代的な課題の

扱いを例示し，取り上げる際の配慮事項を示しています。
生徒の発達の段階や特性等を考慮し，第２に示す内容との関連を踏まえつつ，情報モ

ラルに関する指導を充実すること。また，例えば，科学技術の発展と生命倫理との関係

や社会の持続可能な発展などの現代的課題の取扱いにも留意し，身近な社会的課題を自
分との関係において考え，その解決に向けて取り組もうとする意欲や態度を育てるよう
努めること。なお，多様な見方や考え方のできる事柄について，特定の見方や考え方に
偏った指導を行うことのないようにすること。

キ 家庭や地域社会との連携に関すること

道徳科の授業に関わって，その実施や教材開発や活用などに各分野の専門家等の積極的な
参加や協力を加えて示しています。

道徳科の授業を公開したり，授業の実施や地域教材の開発や活用などに家庭や地域の人々
各分野の専門家等の積極的な参加や協力を得たりするなど，家庭や地域社会との共通理
解を深め，相互の連携を図ること。

３ 教材の開発や活用等に関すること
「特別の教科 道徳」の教科書の著作・編集や検定の実施を念頭に，学習指導要領の記述を

具体的に示すなどの配慮が求められたため，教材の開発，活用に関しては，多様な教材の開発
や活用について生命の尊厳，情報化への対応等の現代的な課題などを加え具体的に例示し，教
材の具備すべき要件を示しています。
(1) 生徒の発達の段階や特性，地域の実情等を考慮し，多様な教材の活用に努めること。

特に，生命の尊厳，社会参画，自然，伝統と文化，先人の伝記，スポーツ，情報化への
対応等の現代的な課題などを題材とし，生徒が問題意識をもって多面的・多角的に考え
たり，感動を覚えたりするような充実した教材の開発や活用を行うこと。

(2) 教材については，教育基本法や学校教育法その他の法令に従い，次の観点に照らし適
切と判断されるものであること。

ア 生徒の発達の段階に即し，ねらいを達成するのにふさわしいものであること。
イ 人間尊重の精神にかなうものであって，悩みや葛藤等の心の揺れ，人間関係の理解
等の課題も含め，生徒が深く考えることができ，人間としてよりよく生きる喜びや勇
気を与えられるものであること。

ウ 多様な見方や考え方のできる事柄を取り扱う場合には，特定の見方や考え方に偏っ

た取扱いがなされていないものであること。
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４ 学習状況等の把握に関すること
道徳科の指導に際して，学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握することを示し

ています。
生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努める

必要がある。ただし，数値などによる評価は行わないものとする。
具体的には，以下の点に基づいて適切に評価を行う。

○ 数値による評価ではなく，記述式であること。
○ 生徒がいかに成長したかを積極的に受け止め，励ます個人内評価として行うこと。
○ 優劣を決めるような評価はなじまないことに留意する必要があること。

○ 内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価を行うこと。
○ 発達障害等の生徒についての配慮すべき観点等を学校や教員間で共有すること。

※以下年間指導計画例を示す。（略）

教材名・出典

学習指導過程及
び指導の方法
（指導過程の
概略：学習活
動，主な発問）

第３学年年間指導計画の例

第３学年年間指導計画

１ 身近な集団の中で自分たちの守るべき身近な決まりなどについて話

学年の基本方針
し合い，きまりを守ることの意義や自他の権利と義務について考える。

２ 教材中の特定場面や状況を集団や社会との関わりの中で，自己の生
き方についての自覚を深めさせる。

回 １ 月 ６ 週 ２

主題名 法やきまりを守る 内容項目 C－(10)遵法精神，公徳心

教材名 二通の手紙 出典
文部省 読み物資料とその利用
『主として集団や社会との関わり
に関すること』

主題構成の理由
社会における法やきまりの意義やそれを遵守することの大切さを主人

公の言動を通して考える。

ねらい
法やきまりの意義を理解し，秩序と規律のある社会を実現しようとす

る態度を育てる。

指学
１ 身近な法やきまりに関することについて話し合う。

導習
２ 教材『二通の手紙』を読んで話し合う。

の指
(1) 規則を破ってまで姉弟を入園させた元さんは，どんな気持ちだったか。

方導
(2) 閉門時刻を過ぎても姉弟が帰って来ない時の元さんは，どんなことを考えたか。

法過
(3) 母親からの手紙を読んだ元さんは，どんな気持ちだったか。

程
(4) 二通の手紙を受け取った元さんは，どんなことを思っていたか。

及
３ 「遵法精神，公徳心」について，心掛けていたり，実行していたりする事柄の話

び
合いを通して，身近な法やきまりの意義について考える。

４ 日常生活の中で，法やきまりの意義を理解するとともに，規律を守って生活する
ことの大切さについて努力している教師の話を聞く。

他の教育活動との関連 学習規律の指導（常時），学級活動(2)基本的な生活習慣の形成

回・月・週

主題名

主題構成の理由

内 容項目

ねらい
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特別の教科 道徳 Ｑ14 （中学校）

「考え，議論する道徳」に転換するためには，どのように授業を構想すればい
いのですか。

道徳科の授業は，下図の手順で構想しましょう。

学習指導要領の目標・内容 学校の実情，生徒の実態等

道徳科の全体計画・年間指導計画

本時のねらいの設定

本時のねらいの達成（道徳的判断力，心情，実践意欲と態度の育成）に向けて，
１時間の授業で生徒がどのような学習を行うことが必要か，どのような姿を見せ
ればよいか。

そのためにはどのような指導を行うことが有効か 指導過程，教材活用，教材提示， 授
発問構成，劇的な表現，話合い，
座席配置，人材活用，補助教材，
ワークシートの活用など 業

価 値 観
ねらいとする道徳的価値

をどのように考えるのか。
（学習指導要領，学習指導
要領解説）

生 徒 観
ねらいとする道徳的価値

について生徒がどのような状
況にあり，どのような生徒を
育てたいのか。

教 材 観

価値観，生徒観を基に，教

材をどのように活用するの
か。

指

導

観

１ 単 位 時 間 の 授 業 の 中 で 期 待 す る 生 徒 の 姿

自分との関わりで考える

追体験，自我関与

道徳的諸価値の理解

価値理解，人間理解，他者理解

自分自身を振り返る

直接経験，間接経験

指導法の工夫

◆ 道徳科の特質を生かすために
○ 道徳的諸価値の理解を深める学習
道徳的諸価値の理解は，「ねらいとする道徳的価値が大切であること（価値理解）」，「大切ではあるが道
徳的価値に根ざした行為は容易ではないこと（人間理解）」，「道徳的価値に関わる感じ方・考え方は人に
よって様々であること（他者理解）」です。これらを重視した指導を行うことが必要です。
○ 生徒が自分との関わりで考える学習
生徒の主体的な学習とは，生徒がねらいとする道徳的価値に関わる諸事象などについて，自分との関わ
りを実感しながら学ぶことです。授業構想に当たっては，生徒が諸問題を自分事として捉え，自分の体験
などに基づいて考えられるようにすることが重要です。
○ ねらいとする道徳的価値を視点にして自分自身を振り返る学習
自分自身を振り返る学習とは，生徒一人一人がねらいとする道徳的価値に関わる行為，考え方，感じ方
はどうだったかを，具体的に振り返ることです。指導者は，確固たる指導観に基づき，生徒にどのような
視点で振り返りをさせるのかを明確にする必要があります。

【「ねらい」の考え方】
○ 道徳的判断力，心情，実践意欲と態度の育成（長期的
なねらい）
「～しようとする態度を育てる。」，「～しようとする心

情を育てる。」など
○ 道徳的判断力，心情，実践意欲と態度の育成のための
学習状況
１単位の授業で期待する生徒の姿

評価の観点
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１ 明確な指導観（価値観，生徒観，教材観）をもちましょう。

★ ポイント

道徳的価値に関わる授業者の考え方（価値観）に基づいた指導の結果としての生徒の姿（生

徒観）を明確にし，教材を通して生徒に考えさせるべきこと（教材観）を確かにもった上で，

授業を構想することが大切です。

◆ 価値観

授業者が授業を構想する際には，授業のねらい 【資料１】内容項目の構成と発展性

とそこで取り扱う道徳的価値に対して明確な考え

をもつことが求められます。授業者の価値観は，

道徳科の授業を構想する際にはとても重要なもの

で，生徒観の基盤となります。授業者が生徒の実

態を的確に捉え，授業に生かすためにも，授業者

が明確な価値観をもつことは欠かせません。

その根拠となるものが，学習指導要領に示され

ている内容項目です。道徳科の内容項目は，生徒

が人間としてよりよく生きていく上で必要な道徳

的価値を，認識能力や社会認識の広がり，発達の段階などを考慮して，学年段階ごとに精選し

て重点的に示したものです。授業を行う際には，『学習指導要領解説』に示されている内容項

目の具体を参照するとともに，常に全体の構成や発展性（【資料１】）を考慮して指導してい

くことが大切です。

◆ 生徒観

同じ教材を使っても，生徒の実態が異なれば授業の視点や内容が違ってきます。道徳科の授

業構想のためには，ねらいとする道徳的価値を視点とした生徒の実態を明らかにすることが重

要です。ねらいとする道徳的価値に関わって生徒がどのような実態なのか，授業者の価値観を

基に生徒がどのような状態なのかを明確にすることが，効果的な学習指導過程の構想にもつな

がります。

生徒の実態を明確にするためには，本時に至るまでの道徳的価値に関わって行われた指導の

機会や程度についても明らかにする必要があります。このような授業者の指導の振り返りによ

り，不十分な点を補ったり（補充），指導をより一層深めたり（深化），相互の関連を考えて

発展させ，統合させたり（統合）する指導を展開することになります。

◆ 教材観

様々な背景をもち，多様な感じ方や考え方の生徒に，自ら考え，他者と議論する集団思考を

促すためには，共通の教材を基に学習を展開し，主体的・協働的に学び合えるようにする必要

があります。

そのためには，授業者の明確な価値観や生徒観に基づいて，授業者が生徒に考えさせたい道

徳的価値に関わる内容がどの場面に，どのように含まれているかを検討し，道徳的価値の理解

の道筋を明らかにしておくことが重要です。

19 生命の尊さ

生命の尊さについて，その連続性や有限性なども含めて
理解し，かけがえのない生命を尊重すること。

（小学校）[生命の尊さ]
［第１学年及び第２学年］
生きることのすばらしさを知り，生命を大切にするこ
と。
［第３学年及び第４学年］
生命の尊さを知り，生命あるものを大切にすること。

［第５学年及び第６学年］
生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえのな
いものであることを理解し，生命を尊重すること。
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２ ねらいを明確に設定しましょう。

★ ポイント

特定の道徳的価値について，道徳性のどの様相を養うのかを明確にしたねらいを設定するこ

とが大切です。

道徳科の授業のねらいは，１単位時間の授業において，その時間に授業者が指導を意図する一定

の道徳的価値と，養うべき道徳性の様相を示したものです。

つまり，特定の道徳的価値について，道徳的な判断力を養うのか，道徳的な心情を養うのか，道

徳的な実践意欲・態度を養うのかを明確にすることが大切で，これによって授業展開が方向付けら

れることになります。

（例）中学校「希望と勇気，努力と強い意志」

より高い目標を設定し，その達成を目指し，希望と勇気をもち，困難や失敗を乗り越えて着
ねらいとする道徳的価値（内容項目）

実にやり遂げようとする心情を育てる。
道徳性の様相

３ ねらいを達成するために効果的な指導方法を工夫しましょう。

★ ポイント

指導者一人一人が，授業のねらいの達成に向けて，生徒の発達やその特性，指導内容などに

応じた指導方法を選択，工夫することが大切です。

「道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」（文部科学省）では，「考え，議論す

る道徳への転換」に向けて求められる質の高い多様な指導方法の例示として，①「読み物教材の

登場人物への自我関与が中心の学習」，②「問題解決的な学習」，③「道徳的行為に関する体験

的な学習」を指導方法の例を挙げています。 それぞれの特長は，【資料２】のとおりです。

これらの三つの指導方法を生かした展開例については，次頁（【資料３】，【資料４】，【資料５】）

にあるとおりですが，それぞれが独立した指導の「型」を示しているわけではありません。それ

ぞれに様々な展開が考えられ，また，それぞれの要素を組み合わせた指導を行うことが求められ

ます。

【資料２】道徳科の質の高い指導方法の特長

① 読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習

教材の登場人物の判断や心情を自分との関わりにおいて多面的・多角的に考えることを通し，道徳的諸価値の

理解を深めることについて効果的な指導方法であり，登場人物に自分を投影して，その判断や心情を考えること

により，道徳的価値の理解を深めることができる。

② 問題解決的な学習

生徒一人一人が生きる上で出会う様々な道徳的価値に関わる問題や課題を主体的に解決するために必要な資

質・能力を養うことができる。問題場面について生徒自身の考えの根拠を問う発問や，問題場面を実際の自分

に当てはめて考えてみることを促す発問，問題場面における道徳的価値の意味を考えさせる発問などによって，

道徳的価値を実現するための資質・能力を養うことができる。

③ 道徳的行為に関する体験的な学習

役割演技などの体験的な学習を通して，実際の問題場面を実感を伴って理解することを通して，様々な問題

や課題を主体的に解決するために必要な資質・能力を養うことができる。

問題場面を実際に体験してみること，また，それに対して自分ならどういう行動をとるかという問題解決の

ための役割演技を通して，道徳的価値を実現するための資質・能力を養うことができる。
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【資料３】読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習（例）

ねらい 教材の登場人物の心情を自分との関わりで多面的・多角的に考えることなどを通して，道徳的価値の自覚を深める。

導 １ 道徳的価値に関する内容の提示

入 教師の話や発問を通して，本時に扱う道徳的価値へ方向付ける。

２ 登場人物への自我関与

教材を読んで，登場人物の判断や心情を類推することを通して，道徳的価値を自分との関わりで考える。

前

展 【教師の主な発問例】

・ どうして主人公は，○○という行動を取ることができたのだろう。（又はできなかったのだろう。）

段 ・ 主人公はどういう思いをもって○○という判断をしたのだろう。

・ 自分だったら主人公のように考え，行動することができるだろうか。

開

後 ３ 振り返り

段 本時の授業を振り返り，道徳的価値を自分との関係で捉えたり，それらを交流して自分の考えを深めたりする。

４ まとめ

終 ・ 教師による説話を聞く。

・ 本時を振り返り，本時で学習したことを今後どのように生かすことができるかを考える。

末 ・ 道徳的諸価値に関する根本的な問いに対し，自分なりの考えをまとめる。

・ 感想を聞き合ったり，ワークシートへ記入したりして，学習で気付いたこと，学んだことを振り返る。

23



【資料４】問題解決的な学習（例）

ねらい
問題解決的な学習を通して，道徳的な問題を多面的・多角的に考え，児童一人一人が生きる上で出会う様々な問題や課題を主体的に解決する

ために必要な資質・能力を養う。

導 １ 問題の発見や道徳的価値の想起など
・ 教材や日常生活から道徳的な問題を見付ける。

入 ・ 自分たちのこれまでの道徳的価値の捉え方を想起し，道徳的価値の本当の意味や意義への問いをもつ（原理・根拠・適用への問い）。

２ 問題の探究（道徳的な問題状況の分析・解決策の構想など）
・ 道徳的な問題について，グループなどで話し合い，なぜ問題となっているのか，問題をよりよく解決するためにはどのような行動をとれ
ばよいのかなどについて多面的・多角的に考え，議論を深める。

・ グループでの話合いなどを通して道徳的問題や道徳的価値について多面的・多角的に考え，議論を深める。
・ 道徳的な問題場面に対する解決策を構想し，多面的・多角的に検討する。

前
【教師の主な発問例】
・ ここでは，何が問題になっていますか。

展 ・ 何と何で迷っていますか。
段 ・ なぜ，■■（道徳的諸価値） は大切なのでしょう。

・ どうすれば■■（道徳的諸価値）が実現できるのでしょう。
・ 同じ場面に出会ったら自分ならどう行動するでしょう。

開 ・ なぜ，自分はそのように行動するのでしょう。
・ よりよい解決方法にはどのようなものが考えられるでしょう。

３ 探究のまとめ（解決策の選択や決定・諸価値の理解の深化・課題発見）
後 ・ 問題を解決する上で大切にした道徳的価値について，なぜそれを大切にしたのかなどについて話し合う等を通じて，考えを深める。

・ 問題場面に対する自分なりの解決策を選択・決定する中で，実現したい道徳的価値の意義や意味への理解を深める。
段 ・ 考えた解決策を身近な問題に適用し，自分の考えを再考する。

・ 問題の探究を振り返って，新たな問いや自分の課題を導き出す。

４ まとめ
終 ・ 教師による説話を聞く。

・ 本時を振り返り，本時で学習したことを今後どのように生かすことができるかを考える。
末 ・ 道徳的諸価値に関する根本的な問いに対し，自分なりの考えをまとめる。

・ 感想を聞き合ったり，ワークシートへ記入したりして，学習で気付いたこと，学んだことを振り返る。
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【資料５】道徳的行為に関する体験的な学習（例）

ねらい
役割演技などの疑似体験的な表現活動を通して，道徳的価値の理解を深め，様々な課題や問題を主体的に解決するために必要な資質・能力を

養う。

導 １ 道徳的価値を実現する行為に関する問題場面の提示など

・ 教材の中に含まれる道徳的諸価値に関わる葛藤場面を把握する。

入 ・ 日常生活で，大切だと分かっていてもなかなか実現できない道徳的行為を想起し，問題意識をもつ。

２ 道徳的な問題場面の把握や考察など

・ 道徳的行為を実践するには勇気がいることなど，道徳的価値を実践に移すためにどんな心構えや態度が必要かを考える。

前 ・ 価値が実現できない状況が含まれた教材で，何が問題になっているかを考える。

展 段 ３ 問題場面の役割演技や道徳的行為に関する体験的な活動の実施など

・ ペアやグループをつくり，実際の問題場面を役割演技で再現し，登場人物の葛藤などを理解する。

・ 実際に問題場面を設定し，道徳的行為を体験し，その行為をすることの難しさなどを理解する。

開 ４ 道徳的価値の意味の考察など

後 ・ 役割演技や道徳的行為を体験したり，それらの様子を見たりしたことを基に，多面的・多角的な視点から問題場面や取り得る行動につい

て考え，道徳的価値の意味や実現するために大切なことを考える。

段 ・ 同様の新たな場面を提示して，取り得る行動を再現し，道徳的価値や実現するために大切なことを体験することを通して，実生活におけ

る問題の解決に見通しをもつ。

５ まとめ

終 ・ 教師による説話を聞く。

・ 本時を振り返り，本時で学習したことを今後どのように生かすことができるかを考える。

末 ・ 道徳的諸価値に関する根本的な問いに対し，自分なりの考えをまとめる。

・ 感想を聞き合ったり，ワークシートへ記入したりして，学習で気付いたこと，学んだことを振り返る。
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特別の教科 道徳 Ｑ15 （中学校）

「特別の教科 道徳」の評価は，どのようなことに留意して進めればよいの
ですか。

★ ポイント

道徳科の評価は，生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて，認め，励ます個人内

評価として記述式で行います。

１ 基本的な考え方

評価は，生徒の側から見れば，自らの成長を実感し，意欲の向上につなげていくものであり，

教師の側から見れば，教師が目標や計画，指導方法の改善・充実に取り組むための資料となる

ものです。

そこで，道徳科の特質を踏まえると，評価に当たっては，次の６点が求められます。

・ 数値による評価ではなく，記述式とすること

・ 個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること

・ 他の生徒との比較による評価ではなく，生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて，

認め，励ます個人内評価として行うこと

＊

＊個人内評価… 生徒のよい点を褒めたり，更なる改善が望まれる点を指摘するなど，生

徒の発達の段階に応じ励ましていく評価

・ 学習活動において，生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか，道徳的価値

の理解を自分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること

・ 道徳科の学習活動における生徒の具体的な取組状況を一定のまとまりの中で見取ること

・ 道徳科の評価は，調査書には記載せず，入学者選抜の合否判定に活用することがないよ

うにすること

２ 道徳科における評価

○ 評価に当たっては，道徳科の学習活動に着目し，年間や学期といった一定の時間的なまと

まりの中で，生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握する必要があります。

○ 評価に当たっては，一人一人の生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子について，発言

や会話，作文・感想文やノートなどを通じて，主に次の２点に着目して見取り，特に顕著と

認められる具体的な状況を記述します。

・ 一面的な見方から多面的な見方へと発展しているか。

（例） 道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やそのときの心情を様々な視点から

捉え考えようとしている 等

・ 道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているか。

（例） 読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え，自分なりに具体的にイメージし

て理解しようとしている 等
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特別の教科 道徳 Ｑ16 （中学校）

「特別の教科 道徳」の全面実施に向けて学校で取り組むことは何ですか。

★ ポイント

中学校は，平成31年度に「特別の教科 道徳」が全面実施されます。現行の道徳教育と

比べて変わらないところと，変わるところを明確に捉えながら，自校のこれまでの道徳教

育の内容や体制を見直すことが大切です。その視点は，次の７点です。

１ 学校の道徳教育の重点目標を明確にしましょう。

どのような生徒を育てたいのか，生徒にどのような心を育てたいのか，具体的な目標を設定

します。 ＊Ｑ１，Ｑ２を参照

【漠然とした目標】 【具体的な目標】

人間尊重の精神を生かし，道徳的心情と道 人間尊重の精神を生かし，思いやりをもっ

徳的判断力を高め，道徳性を養う。 て，規範を尊重しようとする子供を育成する。

２ 学校の重点内容項目を明確にしましょう。

道徳の重点目標の達成に向けて，どのような内容を重点的に指導するのか（重点内容項目）

を明らかにします。 ＊Ｑ２を参照

３ 重点内容項目に関わる具体的な指導の機会，時期を明確にしましょう。

重点内容項目を具体的に，いつ，どのような機会に指導するかを明らかにします。

＊Ｑ４を参照

４ 学校の道徳教育の全体計画及び別葉を作成しましょう。

別葉については，重点内容項目の指導ができているか点検しながら，適宜，修正・加筆して

いきます。 ＊Ｑ３，Ｑ４，Ｑ５を参照

５ １単位時間の大要を示した指導計画を作成し，学年部の方針等を共通の基盤と

した授業を展開しましょう。

指導の時期，主題名，ねらい，教材名（出典），主題構成の理由，学習指導過程と指導の方

法（学習活動，主な発問等），他の教育活動等における道徳教育との関連などの内容を一覧表

にして表しておきます。 ＊Ｑ13を参照

６ 道徳科の特質に応じた授業を積み上げていきましょう。

道徳的諸価値の理解を基に自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，「これからどうし

ていくか」などの自己の生き方についての考えを深める学習を積み上げ，道徳科の授業の質的

転換を図ります。 ＊Ｑ14を参照

７ 明確な指導観をもって授業を行い，生徒の学習状況を把握しましょう。

生徒に何を考えさせるのか，教師がしっかりと理解して指導し，授業で生徒がどのような学

びをしたか，個人内評価でしっかりと見取ります。 ＊Ｑ14，Ｑ15を参照
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